
【別紙様式１】 

令和４年度学校経営計画表  

１ 学校の現況  
 

学校番号 特１４ 学校名 県立鹿島特別支援学校 学校長名 石上 智子 

副校長名 羽成 裕明 教頭名 坂上 隆 事務（室）長名 廣瀬 陽子 

教職員数 教諭 84 
養護 
教諭 

2 
栄養  
教諭  

1 
常勤 
講師 

62 
非常 
勤講 
師 

10 
実習 
助手 

2 
寄宿 
舎指 
導員 

0 
事 務 
職 員 

4 
技術 
職員 
等 

15 計 180 

 
児 童･ 
生 徒 数 

部 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女  
小学部 18 

 
9 13 4 21 8 22 6 20 5 

 
 

17 9 111 41 152 
 中学部 22 11 17 7 25 10       64 28 92 

高等部 18 17 25 7 30 11       73 35 108  
２ 目指す学校像 

 

◆元気に楽しく学べる学校 
◆保護者、地域、関係機関と共に歩む学校 
◆一人一人がよさを発揮できる学校 

 
３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項     目 現  状  分  析 課      題 

情報教育 

 

 

・ ブ ロ グ に よ る 情 報 発 信 が 定 着 し つ つ あ り 、 各
校 務 分 掌 係 か ら の 自 発 的 な 申 し 出 に よ る 掲
載 の 頻 度 が 上 が っ て い る 。  

 
 
・ タ ブ レ ッ ト 端 末 や 大 型 モ ニ タ ー を 使 用 し て の

授 業 展 開 の 頻 度 が 上 が り つ つ あ る 。 ま た 、 情
報 機 器 の 操 作 や 活 用 に つ い て も 徐 々 に 浸 透
し つ つ あ る 。  

・ 緊 急 配 信 メ ー ル 配 信 シ ス テ ム に よ り 、 緊 急 時
や 連 絡 の 一 斉 送 信 を 活 用 で き て い る が 、 シ ス
テ ム 操 作 が 属 人 化 し て い る た め 、 シ ス テ ム 操
作 の 滞 り や 、 特 定 の 担 当 者 へ の 業 務 の 偏 り が
あ る 。  

・ 学 校 の Ｐ Ｒ と な る よ う な 広 報 の 仕 方 を 考 え 、 行
事 や 学 校 公 開 、 就 学 相 談 や 教 育 相 談 な ど 校 外 の
人 々 に Ｐ Ｒ す る 内 容 を 増 や し 、 学 校 の 魅 力 発 信
の 一 助 と な る よ う な ホ ー ム ペ ー ジ の 作 成 を 目 指
す 。  

・ 電 子 黒 板 を 含 め た I C T 活 用 の 仕 方 や 授 業 の 構 想
等 を 様 々 な 意 見 を 交 え 、 検 討 す る 場 を 設 け る こ
と で 、 今 後 に 活 用 で き る よ う な 事 例 を 蓄 積 す る
こ と が 求 め ら れ る 。  

・ 年 度 切 り 替 わ り 時 の 登 録 者 の 一 斉 変 更 や 年 度 途
中 の 追 加 ・ 削 除 ・ 変 更 等 の 操 作 を マ ニ ュ ア ル 化
し 、 業 務 の 標 準 化 を 図 る 必 要 が あ る 。  



危機管理 ・ 年 間 を 通 し て 、 様 々 な 災 害 （ 地 震 、 火 災 、 竜
巻 ） を 想 定 し た 防 災 訓 練 、 引 き 渡 し 訓 練 を 計
画 し 、 昨 年 度 は 計 ５ 回 実 施 し た 。  

・ 安 全 点 検 と 職 員 清 掃 を 毎 月 実 施 し 、 校 内 の 整
理 ・ 整 頓 ・ 清 潔 ・ 習 慣 化 を 推 進 し て い る 。  

・ 昨 年 度 は 計 画 通 り 訓 練 を 設 定 し 、 実 施 す る こ と
が で き た が 、 今 後 訓 練 の 目 的 、 内 容 を 変 え な が
ら 様 々 な 災 害 等 に 対 応 す る 必 要 が あ る 。  

・ 感 染 症 対 策 を ふ ま え た 避 難 の 方 法 や 避 難 場 所 を
考 え る 必 要 が あ る 。  

・防 災 に 必 要 な 物 品（ 布 タ ン カ 、ト ラ ン シ ー バ ー 、
非 常 用 机 等 ） を そ ろ え る 必 要 が あ る 。  

学習支援 

 

 

 

・ 学 習 指 導 要 領 の 内 容 に つ い て 理 解 を 深 め 、 主
体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の あ る 授 業 づ く り に
努 め て い る 。  

・県 の 専 門 家 派 遣 事 業 の 外 部 人 材 や Ｏ Ｔ 、Ｐ Ｔ 、
Ｓ Ｔ 等 の 外 部 専 門 家 を 活 用 し 、 授 業 改 善 に 努
め て い る 。  

・ 各 教 科 ・ 領 域 ご と に 学 習 計 画 を 見 直 す こ と で
学 校 全 体 を と お し た 系 統 性 の あ る 指 導 内 容
を 検 討 し て い る 。  

・ 各 種 芸 術 祭 な ど へ 参 加 し 、 関 係 す る 団 体 と 連
携 を 図 り 、 児 童 生 徒 の 作 品 を 地 域 に 発 信 し た
り 紹 介 し た り し て い る 。  

・「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」に つ い て 学 校 研 究
を 進 め 、 特 に I C T を 活 用 し た 授 業 づ く り に つ い
て 研 修 を 深 め て い く 必 要 が あ る 。  

・ 外 部 専 門 家 等 に よ る 指 導 助 言 を 全 職 員 へ 伝 達 す
る 機 会 を 設 定 す る 必 要 が あ る 。  

・ 教 科 領 域 係 を 中 心 と し て 、 年 間 指 導 計 画 の 見 直
し を 行 い 、 児 童 生 徒 の 障 害 特 性 や 発 達 段 階 等 に
応 じ た 指 導 内 容 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

・ 関 係 す る 団 体 等 と 円 滑 に 連 絡 調 整 で き る よ う な
組 織 づ く り を 行 い な が ら 、 地 域 へ の 理 解 推 進 と
情 報 発 信 に 努 め 、 特 別 支 援 教 育 の 理 解 を 図 っ て
い く 必 要 が あ る 。  

生徒指導 

 

 

・ 毎 月 「 い じ め 防 止 対 策 会 議 」 を 開 催 し 、 い じ
め の 未 然 防 止 を 図 っ て い る 。  

・ 生 徒 指 導 上 の 課 題 が あ る 生 徒 も 多 く 、 関 係 機
関 や 医 療 機 関 と の 連 携 を 図 り な が ら 解 決 を
図 っ て い る 。  

・ 各 市 教 育 委 員 会 か ら の 不 審 者 情 報 を 得 て 、 保
護 者 に メ ー ル 送 信 を 行 い 、 情 報 を 共 有 し 、 注
意 喚 起 を 行 っ て い る 。  

・ 生 徒 指 導 上 の 課 題 が あ る 生 徒 に は 、 教 育 支 援
部 と 生 徒 指 導 部 が 連 携 し て 、 校 内 ケ ー ス 会 議
を 開 き 課 題 解 決 に 当 た っ て い る 。  

・ 携 帯 電 話 ・ ス マ ー ト フ ォ ン で Ｓ Ｎ Ｓ や メ ー ル
を 使 用 す る 際 の ル ー ル や マ ナ ー に つ い て 必 要
に 応 じ て 注 意 喚 起 を 行 っ て い る 。  

・ い じ め の 未 然 防 止 を す る た め に 校 内 研 修 な ど で
い じ め の 定 義 ・ 対 処 方 法 な ど に つ い て 職 員 間 で
共 通 理 解 を 深 め て い く 必 要 が あ る 。  

・ 本 校 で 児 童 生 徒 数 が 一 番 多 い 神 栖 市 の 犯 罪 情 報
収 集 及 び 児 童 生 徒 の 情 報 共 有 の た め 、 神 栖 警 察
署 と の 連 携 や 神 栖 市 学 校 警 察 連 絡 会 議 へ の 積 極
的 な 参 加 が 必 要 で あ る 。  

・ 様 々 な 児 童 生 徒 の 課 題 に つ い て ケ ー ス 会 議 を 開
き 生 徒 指 導 を 行 っ て い る が 、 本 校 だ け で 解 決 す
る こ と が 困 難 な ケ ー ス に 備 え 、 更 な る 関 係 機 関
や 医 療 機 関 等 と の 連 携 が 必 要 で あ る 。  

・ 学 校 と 家 庭 で 共 通 理 解 の も と 指 導 が で き る よ う
に 家 庭 と の 連 携 を 更 に 充 実 さ せ る 必 要 が あ る 。  

通学指導 ・ ス ク ー ル バ ス の 規 定 を 保 護 者 ・ 運 行 会 社 ・ 学
校 職 員 に 周 知 し 、 共 通 理 解 を 図 り な が ら ス ク
ー ル バ ス の 運 行 が で き る よ う に し て い る 。  

・ 登 下 校 時 や ス ク ー ル バ ス ミ ー テ ィ ン グ に お い
て 、 情 報 を 共 有 し 合 い な が ら 運 行 で き る よ う
に し て い る 。  

・ 災 害 時 の 対 応 に つ い て 保 護 者 ・ 運 行 会 社 ・ 学
校 職 員 に 周 知 し 災 害 時 に 対 応 で き る よ う に
し て い る 。  

・ 学 級 担 任 と 児 童 生 徒 の 実 態 に つ い て 共 通 理 解
を 図 り 、 安 全 に 通 学 で き る 児 童 生 徒 に は 自 主
自 力 通 学 を 進 め て い る 。  

・ 児 童 生 徒 数 が 増 え た こ と に 伴 い 、 ス ク ー ル バ ス
が 増 車 と な り 、 ロ ー タ リ ー で の 駐 車 の 際 に 、 以
前 よ り 時 間 が 必 要 に な っ て い る 。 ま た 学 校 の 正
門 前 が T 字 路 に な っ て い る 為 、 登 下 校 時 は 、 一
般 の 車 も 含 め 渋 滞 が 起 き て い る 。 児 童 生 徒 の 安
全 確 保 の た め の 改 善 が 必 要 で あ る 。  

・ 公 共 交 通 機 関 の 利 便 性 が 悪 い た め 、 自 力 通 学 を
勧 め る こ と が 難 し い 。  

・ バ ス 停 の 確 保 が 年 々 難 し く な っ て お り 、 児 童 生
徒 や 保 護 者 の 協 力 に 頼 る こ と が 増 え て い る 。  



保健 

 

 

・ 学 校 安 全 委 員 会 や 学 校 保 健 委 員 会 な ど 児 童 生
徒 の 健 康 ・ 安 全 に か か わ る 会 議 を 定 期 的 及 び
必 要 に 応 じ 臨 時 的 に 開 催 し 健 康 安 全 の 維 持
に 努 め て い る 。  

・ 医 療 的 ケ ア に 関 す る 保 護 者 説 明 会 を 年 １ 回 、
ケ ー ス 会 を 年 3 回 実 施 し 、 緊 急 時 の 対 応 や 手
技 の 確 認 及 び 研 修 を 実 施 し た 。  

・ 児 童 生 徒 の 実 態 に 応 じ た 食 形 態 と 摂 食 指 導 の
あ り 方 に つ い て 研 修 を 行 っ て い る 。  

・ 給 食 委 員 会 を 定 期 的 に 開 催 し 、 安 全 で お い し
い 給 食 の 実 施 に 努 め て い る 。  

・ 校 外 学 習 等 で の ア レ ル ギ ー 対 応 の 周 知 に つ い て
徹 底 し て い く 必 要 が あ る 。  

・ コ ロ ナ 禍 で 校 外 で の 学 習 が 少 な く な っ て い た た
め 、 医 療 的 ケ ア 者 の 校 外 学 習 で の バ ス 乗 車 手 順
や 校 外 学 習 で の 個 別 マ ニ ュ ア ル 作 成 の 仕 方 の 再
周 知 を し て い か な く て は な ら な い 。  

・ 養 護 教 諭 が コ ロ ナ 対 応 の 中 心 的 な 役 割 を 担 う よ
う に な っ て い る た め 、 養 護 教 諭 の 負 担 を 軽 減 す
る た め の 方 策 が 必 要 で あ る 。  

進路指導 

 

 

 

・ 高 等 部 生 の 進 路 に つ い て 、 高 等 部 ２ 年 生 の 現
場 実 習 か ら 個 に 応 じ た 進 路 先 を 考 え る よ う
に 、 高 等 部 入 学 か ら 教 員 間 で の 共 通 理 解 を 深
め る よ う に し て い る 。   

・ 通 所 施 設 が 年 々 増 え て い る の で 、 新 施 設 等 の
情 報 や 内 容 を ホ ー ム ペ ー ジ や パ ン フ レ ッ ト
に て 提 供 し て い る 。   

・ 障 害 者 雇 用 率 が 上 が り 採 用 を 考 え て い る 企 業
が 増 え て き て い る た め 、 更 な る 理 解 推 進 活 動
に 努 め て い る 。  

・ 医 療 的 ケ ア 等 が 必 要 な 重 度 の 生 徒 の た め の 通
所 等 の 受 け 入 れ 先 が 少 な い の で 施 設 や 各 市
の 福 祉 課 に 現 状 を 伝 え る 等 連 携 を 図 っ て い
る 。   

・ 高 等 部 の 類 型 に 関 し て は 、 生 徒 に と っ て 適 切 な
類 型 を 適 宜 選 択 で き る よ う な 体 制 を 整 え る よ う
に す る 。   

・引 き 続 き 、月 に 一 度 は 本 校 H P に 進 路 に つ い て の
情 報 を 載 せ て 、 保 護 者 や 教 職 員 の ニ ー ズ に 合 っ
た 情 報 提 供 を 行 う 。   

・ ハ ロ ー ワ ー ク や 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー 等 の 関
係 機 関 と の 連 携 を 更 に 強 化 し 、 在 校 生 に 加 え 卒
業 生 へ の 支 援 を 充 実 さ せ る 必 要 が あ る 。   

・ 市 の 福 祉 課 等 に 、 医 療 的 ケ ア 等 が 必 要 な 生 徒 の
進 路 の 現 状 を 理 解 し て も ら い 、 計 画 的 に 施 設 の
受 け 入 れ 体 制 を 整 え て い く 必 要 が あ る 。   

体育・スポーツ指導 

 

 

・放 課 後 活 動 は 、週 １ 回（ 火 曜 日 ま た は 木 曜 日 ）、
体 つ く り 運 動 や フ ラ イ ン グ デ ィ ス ク 、 ダ ン ス
等 の 活 動 を 行 っ て い る 。  

・部 活 動 で は 、週 ２ 回（ 火 曜 日 と 木 曜 日 ）、サ ッ
カ ー の 練 習 を 中 心 に 基 礎 ト レ ー ニ ン グ や 体
力 づ く り を 行 っ て い る 。 対 外 試 合 に も 積 極 的
に 参 加 し 、 保 護 者 の 協 力 の 下 、 生 徒 個 々 が 生
き 生 き と 活 動 し て い る 。  

・ 感 染 症 の 予 防 を 踏 ま え た 活 動 の 精 選 が 必 要 で あ
る 。  

・ 部 活 動 及 び 放 課 後 活 動 の 参 加 者 が 増 え た た め 、
選 択 種 目 を 取 り 入 れ 、 生 徒 が よ り 意 欲 的 に 取 り
組 め る も の に す る 必 要 が あ る 。 ま た 生 涯 ス ポ ー
ツ に つ な が る よ う に 継 続 し て 支 援 し て い く 。 掲
示 板 や ホ ー ム ペ ー ジ に も 活 動 を 載 せ 、 周 知 で き
る よ う に す る 。  

・ 部 活 動 に は 、 自 力 通 学 又 は 保 護 者 送 迎 が 必 要 な
た め 、希 望 は あ っ て も 参 加 で き な い 生 徒 が い る 。
ま た 大 会 の 参 加 が 難 し い 生 徒 も い る 。 自 力 通 学
や 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス の 利 用 を 進 め る た め の
方 策 等 の 検 討 が 必 要 で あ る 。  

教育支援 

 

 

・ 居 住 地 校 交 流 で は 、 管 理 職 同 士 の 連 絡 後 、 児
童 生 徒 の 実 態 や 保 護 者 の ニ ー ズ を 踏 ま え て
担 当 職 員 が 打 ち 合 わ せ を 実 施 し て い る 。 新 型
コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 の た め 、 今 年 度
は 、 1 2 月 ま で 最 大 ２ 回 の 実 施 と す る 。  

・ 新 し い 様 式 で の 個 別 の 教 育 支 援 計 画 の 施 行 に
伴 い 、 作 成 の 手 引 （ 作 成 の 流 れ 、 記 入 や 活 用
例 等 ） を 活 用 し て い る 。  

・昨 年 度 は 、地 域 の セ ン タ ー 的 機 能 と し 1 8 回 の
教 育 機 関 へ の 出 向 き 相 談 、 1 1 1 件 の 来 校 相 談
を 行 い 、 地 域 の 幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 の ニ ー
ズ に 応 じ た 成 果 を 上 げ て い る 。  

・ 昨 年 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 感 染 拡 大 防 止
の た め 、 居 住 地 高 校 流 の 実 施 希 望 人 数 及 び 実 施
人 数 が 減 少 し た 。 今 年 度 は 例 年 に な く 希 望 者 が
多 い た め 、 相 手 校 と 連 携 し な が ら 感 染 症 対 策 を
十 分 に 行 い 有 意 義 な 交 流 の 実 施 に 努 め て い く 。  

・ 新 個 別 の 教 育 支 援 計 画 を 施 行 す る 中 で 見 え て く
る 書 式 の 精 査 や 作 成 ま で の 流 れ の 改 善 点 な ど
を 、 職 員 の 意 見 を 吸 い 上 げ て 随 時 見 直 し な が ら
進 め て い く 。  

・ セ ン タ ー 的 機 能 の 更 な る 充 実 を 図 る た め 、 複 数
名 で の 対 応 を 心 掛 け る な ど 、 担 当 で き る 教 員 の
育 成 と 専 門 性 向 上 の た め の 研 修 を 行 う 必 要 が あ
る 。  



保護者との連携 ・ 保 護 者 の ニ ー ズ や 要 望 を 正 確 に 把 握 し 、 日 々
の 連 絡 に 加 え て 、 個 別 面 談 、 保 護 者 会 、 メ ー
ル 配 信 等 で 、 迅 速 で 適 切 に 対 応 す る よ う 努 め
て い る 。  

・ 連 絡 の 不 十 分 さ が 原 因 と な る 保 護 者 と の 行 き
違 い や 誤 解 が 生 じ な い よ う に 担 任 、 学 年 主
任 、 部 主 事 が 連 携 を 図 っ て い る 。 発 生 し た 案
件 に 対 し 、 関 係 職 員 で 協 議 し 、 場 合 に よ っ て
は 管 理 職 と と も に 家 庭 訪 問 な ど を 行 い 迅 速
に 対 応 す る よ う に し て い る 。  

・ 学 校 評 価 を 校 内 で 詳 細 に 分 析 し 、 年 度 末 に 保
護 者 に 成 果 と 課 題 を 説 明 し て い る 。  

・ 面 談 や 懇 談 の 記 録 は 、 校 内 で 回 覧 し 、 児 童 生 徒
や 保 護 者 の ニ ー ズ 、 卒 業 後 の 希 望 等 が 全 体 で 把
握 で き る よ う に し て い る が 、 さ ら に 徹 底 す る 必
要 で あ る 。 学 年 や 学 部 で 上 が っ た 案 件 に 対 し て
は 報 告 の 徹 底 を 図 り 、 組 織 的 な 対 応 を 徹 底 す る
こ と で 、 未 然 防 止 や 早 期 対 応 を 図 っ て い く 。  

・ 学 校 評 価 等 に よ る 客 観 的 な 評 価 に つ い て 、 改 善
点 や 具 体 的 方 策 の 周 知 が 不 十 分 な と こ ろ が あ る
た め 、 現 状 の 共 通 認 識 を 図 る 場 や 方 法 の 検 討 が
必 要 で あ る  

 
 
４ 中期的目標 
 

 
〇児童生徒一人一人の学びを大切にし、よさを認め、生かし、伸ばす教育活動を推進する。 

〇生涯を通じて活力ある生活を送るための基礎となる、豊かな心、健やかな体を育む教育の充実に努める。 

〇保護者、地域と共に歩む学校づくりに努め、地域におけるセンター的機能を推進する。 

 
 
５ 本年度の重点目標 

重  点  項  目  重   点   目   標  

①一人一人の学びを大切にする指導の充実 
 

・育成を目指す資質・能力を踏まえた系統性のある指導内容の設定 
・何ができるようになるのかを明確にした「わかる・できた！」が実感できる授業実践 
・主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善とICT機器活用の推進 
・一人一人に応じたキャリア教育の推進  

②豊かな心、健やかな体を育む教育の充実  ＜豊かな心の育成＞ 
・自分らしいあいさつの実践や気持ちの表出を促す指導の実践 
・自己肯定感、自己理解、自己実現を促す体験活動の充実 
・多様な見方や考え方に触れる道徳教育の推進 
・作品展・作品応募への積極的参加等、文化・芸術活動に触れる機会の設定 
・児童生徒理解と人権を考慮した指導の徹底 
＜健康・体力の維持増進＞ 
・安全・安心な環境整備と感染症対策の徹底 
・基本的な生活習慣の確立に向けた指導の充実 
・保健安全指導の充実と医療的ケアの安全な実施 
・食に関する指導の充実と食物アレルギーへの適切な対応 
・多様な避難訓練等の実施と危機管理体制の見直し 
・体育及び体育的行事の工夫 



③地域と共に歩む学校づくりの推進  ＜センター的役割の強化＞ 
・保育園、幼稚園、小・中学校、高等学校への支援の充実(情報提供及び相談等) 
・保護者や児童生徒、教職員も含めた校内支援体制の充実 
＜交流及び共同学習の充実＞ 
・学校間・居住地校・地域交流の積極的な実施（コロナ禍における工夫した取り組み） 
＜PTAや関係機関との連携の充実＞ 
・PTAや５市等の関係機関との連携とPTA活動の充実 
＜地域への理解推進とHP等による情報発信＞ 
・SDGｓの視点を踏まえた取り組みの推進 
・授業公開・学校公開、作品展示・販売機会等による地域への理解推進と HP

等による情報発信（コロナ禍における工夫した取り組み）  

 

 


